
【子どもの遊び場・保護者の憩いの場】 

子どもたちが自由に遊び、同年代や異年齢の子と関われる場 

であり、親同士の出会いと交流の場です。 

子育てに関する情報提供、育児相談、セミナーの開催、育児 

ルームの開放などを行っています。保育士と相談員が常駐して 

おり、お子さんと一緒に遊んだり保護者の方と話をしたりしてい 

ます。お気軽に遊びに来てください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 おもちゃ病院 子育て相談 お話の会 元気っこタイム 
月日 10 日（木） 24 日（木） 9 日（水） 17 日（木） 8 月 23 日（水） 毎日 

時間 10:00～12:00 10:00～12:00 10:30～11:00 11:40～11:50 14:40～14:50 

会場 別支セ 牛支セ 別支セ 牛支セ 別支セ 別支セ・牛支セ 

内容 壊れたおもちゃを無料修理 子育て相談 
絵本の 

読み聞かせ 
季節の歌、ふれあい遊び 
絵本の読み聞かせ 

講師 
ボランティア 

（おもちゃ病院おおがき） 
瑞穂市幼児教育課 
保健師・管理栄養士 

ボランティア 
（ぽまと） 

センター職員 

対象 市内外の方どなたでも 未就園児親子 

申込方法 予約不要 
 

 ８月にこにこ広場 ９月にこにこ広場 8 月セミナー 9 月セミナー わいわい広場 どんぐり広場 

月日 8 月 2 日（水） 9 月 6 日（水） 8 月 8 日（火） 9 月 12 日（火） ８月 17 日（木） 8 月 16 日(水） 

時間 10:00～11:00   （10:00～受付） 
10:00～11:00  
（10:00～受付） 

10:00～11:00  
（10:00～受付） 

10:00～11:00 
（10:00～受付） 

10:00～11:00 
（10:00～受付） 

会場 
別支セ：わくわくルーム 

牛支セ：牛牧第 2保育所２階ホール 
別支セ：別府保 
育所 2 階ホール 

別支セ： 
わくわくルーム 

図書館分館 馬場公園集会所 

内容 夏祭り 音楽遊び 親子運動遊び 
講話 

乳幼児の発達 
読み聞かせ、 
製作など 

ふれあい遊び、
製作など 

講師 センター職員 
親子運動クラブ 
松岡泉美さん 

助産師：吉良光
代氏 

センター職員 

対象 
未就園児親子 

 別支セ：２０組 牛支セ：１２組 

1 歳半以上の 
未就園児親子 

20 組 

未就園児親子 
20 組 

未就園児親子 
未就園児親子 

12 組 

申込

方法 

 
 

予約受付は終了 
しました 

 
 

8/23(水)～ 
8/25(金） 

9:30～15:00 
別支セ、牛支セ
へ電話予約 

予約受付は終了 
しました 

8/23（水）～
8/25(金） 

9:30～15:00 
別支センターへ 
電話予約 

予約不要 

8/3(木）～
8/7(月） 

9:30～15:00 
別支セ、牛支セ
へ電話予約 

その

他 

にこにこ広場、セミナーは予約された方のみです。 

センターの通常利用は 12:00～15:00 
別支セ、牛支セは通常通り開館して 
います。   10:00～15:00 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（詳しい内容は直接電話などでお尋ねください） 

 

令和５年８月１日 

別府保育所地域子育て支援センター（別支セ） 

         ０５８－３２６－２５２５ 

牛牧第２保育所地域子育て支援センター（牛支セ） 

              ０５８－３２６－１５１５ 
       

支援センターってどんな所？ 

８月 にこにこだより 

【対象・利用時間】 

対   象：市内在住の未就園児とその保護者 

       市内在住の妊婦 

利用日時：土日祝日を除く  

１０：００～１５：００ 

（別支セのみランチ可 12:00～13:00） 

利用方法：予約不要、 直接お越しください 

 

 

 

 

 

 
Q 

   
A    

  
   親の言葉は、子

どもの心の成長
に大きく影響す 

るといわれますが、ど 
んな言葉かけがいい 
のですか？ 

 

子育ての悩み 

Ｑ＆Ａ 

実は無意識なため、気づかずに声掛けしている「ネガティブワード」。子どもの様子に否定したい思いが
あっても、子どもの思いをくみ取り、どうするといいのか子どもが見通しが持てる、「肯定的で安心感を育
む言葉がけ」ができるといいですね！ 

〇脅しの言葉：「早く来ないと置いて行っちゃうよ」などの言葉は、即効性はありますが子どもに恐怖心を植 
え付けます。「まだ遊びたいよね」「でもご飯の時間だから、A ちゃんも帰ろうか」 
など、共感しながらその気になれるような言葉を工夫しましょう。 

〇指示や命令の言葉：「～するよ」「早く～しなさい」といった指示的な言葉よりも 
「～するのはどう？」といった提案の言葉を意識して、子ども自身が、選択して 
決められる言葉かけが大切です。 

〇正しいことを強要する言葉：「ごめんなさいは？」「かして、っていった？」など、正しいことを教える言葉 
が先になり、子どもの考える機会を奪っているかもしれません。お子さんが遊びで試行錯誤していると 
きは、声をかけず見守ることも必要です。「ごめんなさい」「いいよ」なども、教え込むと形だけの謝罪に 
なりかねませんね。 

 

 
その１ 〇会話をしながら子供の気持ちを引き出す 
 
 
 
 
 
 
 


